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募集概要

●エコツーリズムへの優れた取組事例を募集します。
 取組の例
・環境への配慮や環境保全への貢献
・エコツアー等の情報提供の取組
・環境保全や地域振興への観光収益の還元システムづくり
・ツアー催行におけるゴミの削減や環境負荷の低減
・地域資源を活かしたエコツアーの実施
・地域におけるエコツーリズム推進団体の設立と運営
・保全利用協定やガイドラインなどのルールづくりやその継続
・農業体験や校外学習などと連携したエコツアーの実践

●大賞（１点）、優秀賞、特別賞、パートナーシップ賞（各数点）。　  
   ＊受賞者には表彰状と副賞を授与します。

1. エコツーリズムに取り組む団体（事業者、企業、地方自治体、地域のグループ等）
2. 経験年数、法人格の有無、種類は問いません。
3. 自薦、他薦の別を問いません。
4. 過去の優秀賞、特別賞、パートナーシップ賞の受賞者も応募可能です。

例年夏ごろに、環境省ホームページ、及び一般社団法人日本エコツーリズム協会
ホームページでご案内しています。
(http://www.env.go.jp/)  (https://ecotourism.gr.jp/)

エコツーリズム大賞審査委員会において各賞を選定し、
環境大臣が決定します。
決定後受賞者に通知し、表彰式を行ないます。
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募集対象

「エコツーリズム大賞」

応募資格

募集時期
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審 査 委 員 長 講 評

「第18 回エコツーリズム大賞」の選考を終えて

文教大学 国際学部 教授　海津 ゆりえ（審査委員長）

エコツーリズム大賞の概要

　  エコツーリズム大賞とは 
エコツーリズム大賞は、エコツーリズムに取り組む事業者、団体、自治体などを対象に、優れた取組を表彰し、広
く紹介するもので、全国のエコツーリズムに関連する活動の質的・量的向上および情報交換等による関係者の
連帯感の醸成を図ることを目的とし、平成17年から行われています。

　  応募対象 
エコツーリズムに継続的に取り組んでいる事業者、団体、自治体などを対象とします。 

（例：ツアー事業者、宿泊事業者、交通事業者、コンサルタント、協議会、教育機関、学生団体、地方公共団体など）

認定特定非営利活動法人エバ―ラスティング・
ネイチャー（小笠原海洋センター）
豊かな海と人々の暮らしや文化が共存できる未来の実現を目指す

一般社団法人 Switch Switch 及び 鳥浜漁業協同組合
三方五湖での伝統漁法を核にしたエコツーリズム

公益財団法人トトロのふるさと基金
「トトロの森」を守り、後世に残し伝えていくために

株式会社ナチュラルブルー
「OCEAN　TO　ALL」なエデュテーメントを目指して
海と人を繋げる架け橋に

受賞者一覧
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募集期間　令和4年8月29日 （月）～11月30日 （月）
応募総数　19 件

てしかがえこまち推進協議会 及び 
一般社団法人 摩周湖観光協会
エコツーリズムで
持続可能な観光地域づくり

大 賞

優秀賞

特別賞

（敬称略・50 音順）

パートナー
シップ賞

東急株式会社
北海道旅客鉄道株式会社
THE ROYAL EXPRESS ～ HOKKAIDO 
CRUISE TRAIN ～

京都一周トレイル会
京都の自然を歩く

日産自動車株式会社
電気自動車（EV）でエコツーリズムを促進！

審査委員

池畑 孝治 （一社） 日本旅行業協会 理事・事務局長

江崎 貴久 （有） オズ 海島遊民くらぶ 代表

岡野 隆宏	 環境省自然環境局国立公園課国立公園利用推進室 室長

海津 ゆりえ 文教大学国際学部 教授

桜井 義維英 NPO 法人 国際自然大学校 理事

高梨 洋一郎 （一社） 日本エコツーリズム協会 副会長

辻野 啓一 流通経済大学社会学部 教授

寺崎 竜雄 （公財）日本交通公社  理事・観光地域研究部長

西山 徳明 北海道大学観光学高等研究センター 教授

山田 桂一郎 JTIC.SWISS 代表

第18回エコツーリズム大賞の概要

審査委員長

開催日	 令和４年 2 月 27 日（月）
会場	 環境省第１会議室（中央合同庁舎５号館 22 階）
 オンラインで同時配信

表彰式

　エコツーリズム大賞を受賞された皆様、おめでとうございま

す。北海道から沖縄まで広範囲から19 件のご応募があり、

そのうち18 件が初のご応募でした。エコツーリズムの広がり

とともに、担い手も世代も多様化しつつあることを感じます。

　大賞を受賞された「てしかがえこまち推進協議会	及び	一

般社団法人摩周湖観光協会」は、2016 年にエコツーリズム

推進全体構想が認定を受け、第 7回に優秀賞を受賞されま

した。長年にわたるエコツーリズム推進の活動に加え、新た

に特定自然観光資源を設定した上で認定ガイド制度を設けて

運用を開始し、エコツーリズムが地域の自然環境の保全と、

ガイド人材の雇用創出が循環するモデルを提示してくれまし

た。観光協会との連携のあり方も各地域への参考となるで

しょう。

　優秀賞は４件となりました。このうち2 団体は地域の自然

保護と活用の実践を長く続けてこられました。「公益財団法

人トトロのふるさと基金」は、埼玉県狭山丘陵の里山を保全

するナショナル・トラスト活動で知られる団体です。自然環境

を維持・管理するためには伝える活動が根底にあり、それを

エコツーリズムとして実践されています。「認定特定非営利活

動法人エバーラスティング・ネイチャー（小笠原海洋センター）」

は、同センターを指定管理者として支える団体です。ウミガメ

の調査や、普及啓発としてのエコツアーを同センターで提供し

ているほか、地域の子どもたちへの教育活動も展開していま

す。「一般社団法人Switch	Switch	及び	鳥浜漁業協同組合」

は、福井県三方五湖をフィールドに、ガイド・漁業者・研究者

が協働してカヤックツアーや伝統漁法のツアーなどを提供し

ています。自然を基盤とした地域の生業と食文化を守り、収

益を環境保護に還元しています。「株式会社ナチュラルブルー」

は、沖縄県恩納村でダイビングやスノーケリングを使ったエコ

ツアーを提供しています。海の環境教育や地元の子どもたち

を対象としたSDGs 教育、障がい者施設とのコラボなどに長

年取り組んできました。これら4件は、地域との多様な協働

やエコツアーによる自然環境保全を実践しているという共通

点がありました。

　特別賞は 2件となりました。「日産自動車株式会社」は、

環境負荷が少ない移動手段として、阿蘇市および佐世保市

と連携して100％電気自動車を社会実装することに取り組ん

でいる点が評価されました。「京都一周トレイル会」はロング

トレイルの管理団体としての老舗です。行政や地域団体、交

通事業者などが連携し、トレイルの管理運営に必要な整備や

活動を多様に展開しています。一部観光地での混雑などが

指摘される京都の観光においても、新たな切り口を提案し続

けています。

　パートナーシップ賞は「東急株式会社	及び	北海道旅客鉄

道株式会社」が受賞となりました。この取り組みは、鉄道

で北海道を巡る「The	Royal	Express	～ Hokkaido	Cruise	

Train ～」を運行し、自然体験ツアーやユニークべニューで

の食事、コンサート等を組み合わせて提供する企画です。鉄

道の維持が社会的課題となっている北海道での意義もある

と評価されました。

　エコツーリズムは、地域の自然や文化、歴史などの資源を

皆で守り伝え、次世代に継承していく、地域が主体となる観

光のあり方ですが、その実践者と取組内容はそれぞれで、ま

た多様であることが、今回のエコツーリズム大賞の受賞者の

顔ぶれからも伝わってきます。惜しくも次点となったご応募に

も、今後が期待されるような萌芽的な取り組みも多数ありま

した。コロナ禍でいったん立ち止まり、これからの観光と地

域の未来を見据えてこられた皆様の活動が形になりつつある

ことを感じた審査でありました。
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てしかがえこまち推進協議会 及び 
一般社団法人 摩周湖観光協会
エコツーリズムで持続可能な観光地域づくり

　このたびはエコツーリズム大賞に選定いただき、ありが
とうございます。長年にわたり、まちづくりに尽力してきた
地域の想いが結実し、大変嬉しく存じます。 
　弟子屈町は阿寒摩周国立公園の中にあり、摩周湖や屈
斜路湖、深い森や火山を擁する自然豊かなカルデラの大
地です。2008年に発足した「てしかがえこまち推進協議
会」は、このまちの宝である自然を守り、ここに住む住民
自身が誇らしいと感じられるまちにしていきたいという思
いで、住民主体の観光地域づくりを進めてきました。
　2016年、協議会が主体となり「てしかがスタイルのエコ
ツーリズム推進全体構想」を策定し、2020年には屈斜路
カルデラを象徴する火山「硫黄山（アトサヌプリ）」の噴気
孔を特定自然観光資源に指定しました。同時に、資源保
護を目的とした立入り制限をかけるとともに、認定ガイド

制度の仕組みを整
備し、許可された
ガイドの下で硫黄
山へ登る「アトサヌ
プリトレッキングツ
アー」の販売も開
始しています。2022年に地域DMOに登録された摩周湖観
光協会は協議会の事務局も担っており、今回のツアーの販
売窓口でもあります。販売に至るまでは長い道のりでした
が、これまで積み重ねてきたまちづくりの取り組みがよう
やく形となり、多くの皆さまをご案内できるようになったの
は嬉しい限りです。受賞を励みに、今後も地域一丸となっ
て持続可能な観光地域づくりを進めてまいりますので、皆
さまのご支援をいただけましたら幸いです。

　町民主体のまちづくり協議会として設立。2016年にエコツーリズム推
進全体構想を策定し、国の認定を受ける。2020年に改訂を行い、硫黄山
（アトサヌプリ）の噴気孔を特定自然観光資源に指定した。認定ガイド制
度の仕組みを整備し、ツアーの開発・販売も行う。

応募の概要

受賞の言葉

　従来からの資源保全と安全管理の取り組みと併せて、特定自然観光資
源の指定を行い、人数制限とガイド認定制度の連携の仕組みを整備した。
利用者に高付加価値な特別な体験を提供するとともに適正な資源の管理
を実現した先進事例として高く評価された。

講　評

大 賞
北海道

弟子屈町

連絡先
〒 088-3201 北海道川上郡弟子屈町摩周 3 丁目 3 番 1 号　
摩周観光文化センター 2 階　てしかがえこまち推進協議会事務局
☎ 015-482-2940（てしかがえこまち推進協議会 ※弟子屈町役場観光商工課内）
☎ 015-482-2200（一般社団法人 摩周湖観光協会）
メールアドレス：  ecomachi@masyuko.or.jp　（てしかがえこまち推進協議会）
  masyu_as@peace.ocn.ne.jp（一般社団法人 摩周湖観光協会）
WEB ページ：  http://www.masyuko.or.jp
主な活動地域： 弟子屈町

組織の概要
●てしかがえこまち推進協議会　 
代表者名：会長 德永 哲雄（弟子屈町長）　
設　　 立：2008 年　
会  員  数：70 名
●一般社団法人 摩周湖観光協会　
代表者名：会長 渡辺 隆幸　
設　　 立：1999 年（2022 年より地域 DMO）
会  員  数：126（法人／個人）

連絡先
〒100-2101 東京都小笠原村父島字屏風谷（小笠原海洋センター）
☎04998-2-2830（小笠原海洋センター）
〒221-0822 神奈川県横浜市神奈川区西神奈川3-17-8　4階（横浜事務所）
☎045-432-2358（横浜事務所）
メールアドレス：info@bonin-ocean.net　WEBページ：https://bonin-ocean.net
主な活動地域 ：小笠原諸島、関東地域、インドネシア

組織の概要
代表者名：代表理事 大島 典子
設 　 立： 1999 年（運営団体）
　　　　　1982 年（小笠原海洋センターの施設）
所属人数： 10 人

講　評
　野生生物の保全活動とあわせて、ウミガメの卵の埋卵等の
保全活動を体験プログラムとして企画実施し、参加者が能動
的に保全活動に参加できるような工夫を行っている。観光客
のニーズに対応する多種の普及啓発プログラムの企画開催だ
けでなく、それらのツアー収益の保全活動への還元や、地元
小学校への教育活動も行うなど、地域のエコツーリズムに貢
献している。

応募の概要
　小笠原諸島で、40年以上にわたりウミガメの産卵ふ化後調
査、普及啓発プログラム等を実施する施設「小笠原海洋セン
ター」において、放流会を観光客や島民向けに実施し、地域
の環境学習、教育旅行等の受け入れを行っている。

認定特定非営利活動法人エバーラスティング・ネイチャー
（小笠原海洋センター）優秀賞

東京都
小笠原村

豊かな海と人々の暮らしや文化が共存できる未来の実現

受賞団体の紹介
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連絡先
〒904-0416　沖縄県国頭郡恩納村字山田163番山川302
☎090-9497-7374
メールアドレス ：info@natural-blue.net
WEBページ ：https://www.natural-blue.net/
主な活動地域 ：沖縄県

組織の概要
代表者名： 代表取締役　 
  星原 貴保
設　　立： 2008 年
所属人数：４名～７名

　沖縄県にてダイビング・シュノーケルを主体
とした海のエコツアー事業を実施。教育旅行
や、子供向け、障がい者対応等、幅広い顧客層
に対応している。ダイビングインストラクター育
成、指導者育成、多言語対応にも取り組む。

　ダイビングショップとしてのエコツアー事業
を実施するとともに、海の環境教育、環境保
全等の社会貢献活動にも取り組んでいる。地
域の高校生や子どもたちに対してのSDGｓの
普及啓発や、障がい者施設とのコラボレーショ
ンなど、多岐にわたる活動を通して、地域コ
ミュニティへの関与を積極的に行っている。

株式会社 ナチュラルブルー
沖縄県
恩納村

連絡先
〒604-0924　京都府京都市中京区河原町通二条下る一之船入町384番地 ヤサカ河原町ビル 7階
 　　京都市産業観光局観光MICE推進室　☎075-746-2255
メールアドレス ：kanko-mice@city.kyoto.lg.jp
WEBページ ：https://ja.kyoto.travel/tourism/article/trail/
主な活動地域 ：京都府京都市

組織の概要
代表者名： 会長 湯浅 誠二
設　　立：1993 年
所属人数：10 人

（京都一周トレイル会構成員）

京都一周トレイル会
京都の自然を歩く 

特別賞

応募の概要

　京都市内の行政や地域団体、交通事業者等によるトレイルの管理等
の活動を行う組織で、コースを開設した平成５年以降道標や案内板の
設置、ガイドマップの販売、定期的なコースパトロール、コースの維持補
修、PR等に取り組む。フォトコンテストの開催やテレビ番組や雑誌、民
間の実施するイベント等への協力などに取り組んでいる。

講　評

　ハード面の整備だけでなく、利用情
報の提供やPR活動、公共交通を考慮し
たコース設定、ガイドマップの売り上げ
を維持補修に充当するなど、仕組みの
整備にも力を入れている。長年にわたっ
て多様な主体が協力して運営され、従
来の京都観光とは別の切り口での楽し
み方を来訪者に提案している。

京都府
京都市

連絡先
〒919-1331　福井県三方上中郡若狭町鳥浜123-9-2
☎050-7107-9777
メールアドレス ：contact.swiswi@gmail.com
WEBページ ：https://switchswitch.org/
主な活動地域 ：福井県若狭町

組織の概要
●一般社団法人 Switch Switch
代表者名： 代表理事 阪野 真人
設　　立：2018 年　所属人数：正会員 3 名
●鳥浜漁業協同組合
代表者名： 代表理事 組合長 田辺 喜代春
設　　立： 1942 年　所属人数：正会員 3 名・准組合員 44 名

　福井県若狭町を拠点に、400年続く伝統的な漁業を行う
漁業組合と、カフェの運営、地場産品の商品開発、自然を活
用した体験事業を行う一般社団法人が中心となって、自然ガ
イド・漁業者・研究者と協働した地域活性化事業を実施して
おり、三方五湖でのカヤックツアーや伝統漁法のツアー、キャ
ンプサイトの運営といった独自のツーリズムを構築している。

　一般社団法人と漁業協同組合が協働で伝統漁法ツアー実
施し、食を通じて地域独自の文化と自然の連関を参加者に伝
えている。また、保全活動の実践などフィールドの再生に貢
献するととともに、ツアーの代金や商品の売上の一部を三方
五湖自然再生協議会や漁業協同組合の環境活動に活用する
などネイチャーポジティブなツーリズムとなっている。

連絡先
〒359-1164　埼玉県所沢市三ケ島三丁目1169-1
☎04-2947-6047
メールアドレス：office@totoro.or.jp
WEBページ ：https://www.totoro.or.jp
主な活動地域 ：東京都と埼玉県にまたがる狭山丘陵及びその周辺地域

組織の概要
代表者名：理事長 安藤 聡彦
設　　立：1990 年
所属人数： 理事・監事・評議員
21 名　職員 18 名

　狭山丘陵において「ナショナル・トラスト活動」を行う団体。市民からの
寄付等により、林地や湿地を買い取り「トトロの森」と名付け、保全管理と
環境調査、保護と利用の促進による森の管理や、狭山丘陵の魅力を伝える
ためのツアー・イベント等を開催し、普及啓発活動を行っている。

　「ナショナル・トラスト活動」とエコツーリズムを組み合わせ、フィールド
の保全と活用に長年努めている。管理作業に一般市民が参画しやすい仕
組みづくりや、自然に親しみやすいツアー企画によって、来訪者や地域住
民の双方が、地域のファンとして継続的に関わるための創意工夫あふれる
取り組みを行っている。
生物多様性条約COP15で採択された「昆明・モントリオール生物多様性
枠組」の主たる目標である30by30目標（2030年までに陸と海の30％
以上を保全する目標）に貢献するOECMや自然共生サイト（民間取組等に
よって生物多様性保全に貢献する地域）の参考になる取組事例である。

一般社団法人Switch Switch 及び 鳥浜漁業協同組合
三方五湖での伝統漁法を核にしたエコツーリズム

優秀賞 福井県
若狭町

公益財団法人トトロのふるさと基金
「トトロの森」を守り、後世に残し伝えていくために

優秀賞
埼玉県
所沢市

講　評

応募の概要

講　評

応募の概要

優秀賞

講　評

応募の概要

「OCEAN TO ALL」なエデュテインメントを
目指して海と人を繋げる架け橋に
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第 18 回エコツーリズム大賞へ応募があった 19 件を、「応募主体」「地域特性」「設立年」「応募主体類型」
ごとに集計。さらに「応募団体の活動地域」として都道府県ごとにまとめた。

地域特性 ※複数回答

自然豊かな場所
…18 件

都市近郊
…6 件

その他…2件

観光客が
多く訪れる場所
…6 件

里地里山
…9件

40.9％20.5％

13.6％

4.5％

応募主体

自薦…17件

89.5％

10.5％

他薦…2件

応募団体の活動地域
個人事業者
…3件

10.3％

その他…1件

応募主体類型 ※複数回答

企業
…13件

44.8％

地域団体
…2件

24.1％

6.9％

協議会
…2件

栃木県

1団体

福井県

1団体

北海道

2団体

東京都

5団体

長野県

1団体

応募総数

19団体

設立年

31.6％

21.1％

2004 年以前…6 件

2005 年から
2009 年…3 件20.5％

埼玉県

1団体

15.8％

応募の概要

　鉄道で北海道を巡る「THE ROYAL E XPRESS ～
HOKKAIDO CRUISE TRAIN～」を2020年度より毎夏催行
している。釧路川源流カヌー、知床五湖等でのガイドを伴う自
然体験ツアーや、農場・牧場での食事など、地域のパートナーと
ともに北海道の魅力を感じられるツアーを実施している。

講　評

　複数の鉄道会社と地域のエコツアーガイドが連携すること
で、高付加価値な商品の企画実施を実現した。列車のクルーに
よるエンターテインメント性の高い解説や、鉄道旅行ならではの
景観の提供などの工夫がされている。鉄道の維持に課題の多い
北海道において、社会的に意義のある取り組みを行っている。

北海道
東急株式会社 及び 北海道旅客鉄道株式会社
THE ROYAL EXPRESS
 ～HOKKAIDO CRUISE TRAIN～

パートナー
シップ賞

連絡先
〒150-8511 東京都渋谷区桜丘町31-2 
東急桜丘町ビル
☎：03-6455-0644
（THE ROYAL EXPRESSツアーデスク）
WEBページ ： https://www.the-royalexpress.jp/
主な活動地域 ： 北海道

組織の概要
●東急株式会社
代表者名：取締役社長 髙橋 和夫
設　　立：1922 年
所属人数：1,414 名 ※ 2022 年 3 月 31 日現在
●北海道旅客鉄道株式会社
代表者名：代表取締役社長 綿貫 泰之
設　　立：1987 年
社 員 数 ：6,247人 ※ 2022 年 4 月 1 日現在

応募の概要

連絡先
〒220-8686 神奈川県横浜市西区高島一丁目1番1号
☎045-523-5523（代）
メールアドレス：blue-switch@mail.nissan.co.jp
WEBページ ：https://www3.nissan.co.jp/first-contact-technology/blue-switch.html
主な活動地域 ：全国

組織の概要
代表者名：代表執行役社長兼
  最高経営責任者　
  内田 誠
設　　立：1933 年
所属人数： 134,111 名（連結）

※ 2022 年 3 月 31 日現在

　2010年から100％電気自動車（EV）「日産リー
フ」を販売し、現在は「日産アリア」、「日産サクラ」
の３ラインアップを揃える。走行中のCO2排出ゼロの
EVはクルマが多く集まる観光地の脱炭素化に貢献す
ることから、阿蘇市、佐世保市と連携し、「ＥＶ優遇
策」を実施している。日産はこのEV優遇策のPRや
優遇を簡易に受けられるツール開発も行う。

講　評

　エコツーリズムを推進する地域において、環境負
荷の少ない移動手段としての電気自動車（EV）の社
会実装のために、製造者として積極的に地域に関与
している。また、利用者が簡易に優遇を受けるための
デジタル上の仕組みの整備も行い、来訪者への周知
と利用促進に努めている。

日産自動車株式会社　
電気自動車（EV）でエコツーリズムを促進！特別賞

全国

学校…1件

3.4％

京都府

1団体

島根県

1団体

静岡県

1団体

全国

1団体

沖縄県

2団体

富山県

1団体

岐阜県

1団体

31.6％

2020 年以降
…6 件

2015 年から
2019 年…4 件

3.4％

自治体
…1件

地域団体
…2件

6.9％

応募状況18th ECOTOURISM AWARD  
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エコツーリズム大賞  過去の受賞団体

第１回

大賞 ピッキオ（長野県）

優秀賞

小笠原ホエールウォッチング協会（東京都）
株式会社 南信州観光公社（長野県）
ホールアース自然学校（静岡県）
やんばる自然塾（沖縄県）

特別賞

特定非営利活動法人 霧多布湿原トラスト（北海道）
財団法人 キープ協会（山梨県）
紀南ツアーデザインセンター（三重県）
特定非営利活動法人 黒潮実感センター（高知県）
有限会社 屋久島野外活動総合センター （鹿児島県）
仲間川地区保全利用協定締結事業者（沖縄県）

第２回

大賞 ホールアース自然学校（静岡県）

優秀賞
特定非営利活動法人 霧多布湿原トラスト（北海道）
白神マタギ舎（青森県）
特定非営利活動法人 黒潮実感センター（高知県）

特別賞

特定非営利活動法人 たてやま・海辺の鑑定団（千葉県）
加賀市観光協会・加賀市観光情報センター（石川県）
富士山登山学校ごうりき（山梨県）
特定非営利活動法人 信越トレイルクラブ（長野県）
松本電気鉄道株式会社・濃飛乗合自動車株式会社

（長野県・岐阜県）
海島遊民くらぶ（有限会社オズ）（三重県）

第３回

大賞 認定特定非営利活動法人 霧多布湿原トラスト（北海道）

優秀賞
いしかわ自然学校（石川県）
海島遊民くらぶ（有限会社オズ）（三重県）
させぼパール・シー 株式会社（長崎県）

特別賞

体験村・たのはた推進協議会（岩手県）
二戸市楽しく美しいまちづくり推進委員会（岩手県）
裏磐梯エコツーリズム協会（福島県）
有限会社 リボーン〈エコツーリズム・ネットワーク〉（東京都）
高山市乗鞍山麓五色ヶ原の森（岐阜県）
針江生水の郷委員会（滋賀県）

第４回

大賞 飯能市・飯能市エコツーリズム推進協議会（埼玉県）

優秀賞
越後田舎体験推進協議会（新潟県）
特定非営利活動法人 信越トレイルクラブ（長野県）
財団法人 阿蘇地域振興デザインセンター（熊本県）

特別賞

秋田白神ガイド協会（秋田県）
稲取温泉観光合同会社（静岡県）
マキノ里湖体験ツアー協議会（滋賀県）
大山・中海・隠岐エコツーリズム協議会（鳥取県）
秋吉台地域エコツーリズム協会（山口県）
特定非営利活動法人 おぢかアイランドツーリズム協
会（長崎県）

第５回

大賞 海島遊民くらぶ（有限会社オズ）（三重県）

優秀賞
富士山登山学校ごうりき（山梨県）
紀南ツアーデザインセンター（三重県）
特定非営利活動法人 NPO 砂浜美術館（高知県）

特別賞

知床オプショナルツアーズ SOT！（北海道）
ゆっくりずむ北海道（北海道）
株式会社 JTB 関東（埼玉県）
特定非営利活動法人 あそんで学ぶ環境と科学倶楽
部（東京都）
有限会社 地域観光プロデュースセンター（滋賀県）
エコガイドカフェ（エコツーラボ合同会社）（沖縄県）

第６回

大賞 特定非営利活動法人 黒潮実感センター（高知県）

優秀賞 有限会社 リボーン（東京都）
宮津市エコツーリズム推進協議会（京都府）

特別賞

尾瀬認定ガイド協議会（群馬県）
社団法人 若狭三方五湖観光協会（福井県）
特定非営利活動法人 霧ヶ峰基金（長野県）
特定非営利活動法人 五ヶ瀬自然学校（宮崎県）

第７回

大賞 特定非営利活動法人 信越トレイルクラブ（長野県）

優秀賞
てしかがえこまち推進協議会（北海道）
二戸市宝を生かした事業実行委員会（岩手県）
針江生水の郷委員会（滋賀県）

特別賞

小岩井農牧株式会社（岩手県）
株式会社 エコロの森（富山県）
飛騨里山サイクリング（株式会社美ら地球）

（岐阜県）
特定非営利活動法人 桜島ミュージアム（鹿児島県）

第８回

大賞 紀南ツアーデザインセンター（三重県）

優秀賞

小岩井農牧 株式会社（岩手県）
特定非営利活動法人 あそんで学ぶ環境と科学倶楽
部（東京都）
高山市乗鞍山麓五色ヶ原の森（岐阜県） 

特別賞

日高地域活性化協議会（北海道）
谷川岳エコツーリズム推進協議会（群馬県）
特定非営利活動法人 赤目四十八滝渓谷保勝会 （三重県） 
湖西夢ふるさとワイワイ倶楽部 （滋賀県） 
社団法人 西土佐環境・文化センター四万十楽舎 （高知県） 

第９回

大賞 針江生水の郷委員会（滋賀県）

優秀賞
株式会社 知床ネイチャーオフィス（北海道）
特定非営利活動法人 飛騨小坂 200 滝（岐阜県）
特定非営利活動法人 桜島ミュージアム（鹿児島県）

特別賞

特定非営利活動法人 えがおつなげて（山梨県）
特定非営利活動法人 八ヶ岳スーパートレイルクラブ（長野県）
鳥羽市エコツーリズム推進協議会（三重県）
特定非営利活動法人 おおぎみまるごとツーリズム（沖縄県）

第10回

大賞 小岩井農牧株式会社（岩手県）

優秀賞

谷川岳エコツーリズム推進協議会（群馬県）
株式会社 エコロの森（富山県）
SATOYAMA EXPERIENCE（株式会社 美ら地球）

（岐阜県）

特別賞

特定非営利活動法人 土湯温泉観光まちづくり協議会
（福島県）

特定非営利活動法人 越後妻有里山協働機構
（新潟県）

有限会社 森の国（鳥取県）
一般社団法人 瀬戸内海エコツーリズム協議会（広島県）
阿蘇ジオパーク推進協議会（熊本県）

第11回

大賞 富士山登山学校ごうりき（株式会社 合力）（山梨県）

優秀賞 湖西夢ふるさとワイワイ倶楽部（滋賀県）
一般社団法人 座間味村ホエールウォッチング協会（沖縄県）

特別賞

上市町（富山県）
おんたけアドベンチャー（長野県）
くまの体験企画（三重県）
宮津世屋エコツーリズムガイドの会（京都府）
愛媛県石鎚山系エコツーリズム推進協議会（愛媛県）
エコツアーふくみみ（沖縄県）

特別継続賞 海島遊民くらぶ（有限会社オズ）（三重県）

第12回

大賞 谷川岳エコツーリズム推進協議会（群馬県）

優秀賞 ゆっくりずむ北海道（北海道）
鳥羽市エコツーリズム推進協議会（三重県）

特別賞

特定非営利活動法人奥入瀬自然観光資源研究会（青森県）
カシオペア連邦局おもてなし課（岩手県）
特定非営利活動法人 片品・山と森の学校（群馬県）
あてま森と水辺の教室ポポラ（新潟県）
室戸市観光ガイドの会（高知県）
やったろう de 高島（長崎県）
屋久島ネイチャー企画 FIELD（鹿児島県）

特別継続賞 飯能市・飯能市エコツーリズム推進協議会（埼玉県）

第13回

大賞 白神マタギ舎（青森県）

優秀賞

特定非営利活動法人 たてやま・海辺の鑑定団
（千葉県）

くまの体験企画（三重県）
南丹市美山エコツーリズム推進協議会（京都府）
阿蘇ジオパーク推進協議会（熊本県）

特別賞 特定非営利活動法人 赤城自然塾（群馬県）

第14回

大賞 特定非営利活動法人 飛騨小坂 200 滝（岐阜県）

優秀賞

特定非営利活動法人 奥入瀬自然観光資源研究会
（青森県）

下呂市エコツーリズム推進協議会（岐阜県）
有限会社 屋久島野外活動総合センター

（鹿児島県）

特別賞

特定非営利活動法人 有珠山周辺地域ジオパーク友
の会（北海道）
八幡平リゾート 自然ガイドステーション（岩手県）
八丈島自然ガイドサービス 椎〝しいのき〟（東京都）
一般社団法人 エコロジック（静岡県）
エコツーリズム協会しが（滋賀県）

特別継続賞 認定特定非営利活動法人 霧多布湿原ナショナルトラ
スト（北海道）

第15回

大賞 鳥羽市エコツーリズム推進協議会（三重県）

優秀賞
あてま森と水辺の教室ポポラ（新潟県）
上市町観光協会（富山県）
濃飛乗合自動車株式会社（岐阜県） 

特別賞

特定非営利活動法人森のこだま（北海道）
株式会社サムライプロデュース（北海道）
株式会社五千尺 NATUREGUIDE FIVESENSE （長野県） 
特定非営利活動法人東村観光推進協議会 （沖縄県） 

パートナー
シップ賞

愛媛ダイビングセンター（愛媛県）
有限会社エーデル企画
オレンジベイフーズ株式会社
やったろう de 高島 （長崎県）
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング株式会社
東京大学大学院新領域創成科学研究科
　准教授　鯉渕 幸生
エム・エムブリッジ株式会社
日本防蝕工業株式会社
株式会社シーピーファーム
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第１回　
ピッキオ

（長野県）

第 2 回　
ホールアース自然学校

（静岡県）

第 3 回　
霧多布湿原トラスト

（北海道）

第 4 回　
飯能市エコツーリズム
推進協議会（埼玉県）

第 5 回　
海島遊民くらぶ

（三重県）

第 6 回　
黒潮実感センター

（高知県）

第 7 回　
 信越トレイルクラブ

（長野県）

第 8 回　
紀南ツアーデザインセンター

（三重県）

第 9 回　
針江生水の郷委員会

（滋賀県）

第 10 回　
小岩井農牧株式会社

（岩手県）

第 11 回　
富士山登山学校ごうりき

（山梨県）

第 12 回　
谷川岳エコツーリズム推進
協議会（群馬県）

第１3 回　
白神マタギ舎

（青森県）

2022　 第 18 回エコツーリズム大賞

第１4 回　 
飛騨小坂 200 滝

（岐阜県）

第１5 回　 
鳥羽市エコツーリズム推進
協議会（三重県）

過去の大賞受賞団体

第１6 回　
高山市乗鞍山麓五色ヶ原の森
五色ヶ原の森案内人の会

（岐阜県）

第１7 回　
くまの体験企画

（三重県）

第17回

大賞 くまの体験企画（三重県）

優秀賞 株式会社五千尺 NATUREGUIDE FIVESENSE（長野県）
株式会社山岳太郎（鹿児島県）

特別賞

特定非営利活動法人たてやま・海辺の鑑定団
（千葉県）

株式会社日光自然博物館（栃木県）
JAL グループ（東京都）
一般社団法人幡多広域観光協議会（高知県）
富士北麓ユニバーサルアドベンチャーツーリズム
協議会（山梨県）

パートナー
シップ賞

合同会社ルーツ＆フルーツ「富士山ネイチャーツアー
ズ」 及び 公益社団法人富士宮市観光協会（静岡県）

第16回

大賞 高山市乗鞍山麓五色ヶ原の森／
五色ヶ原の森案内人の会（岐阜県）

優秀賞 株式会社五千尺 NATUREGUIDE FIVESENSE（長野県）
特定非営利活動法人 自然体験学校（沖縄県）

特別賞

下呂市エコツーリズム推進協議会（岐阜県）
認定特定非営利活動法人 
信州まつもと山岳ガイド協会 やまたみ（長野県）
二尊院　宿坊えんとき（有限会社天請）（山口県）
ベルトラ株式会社（東京都）

※カッコ内は団体所在地

ECOTOURISM AWARD  


